
一
，

さ
ん
の
主
と
し
て
辺
二
せ
た
こ
と
は

d

l

l
ノ

占

f
u
l
l
-
-

r

J
AF

の
引
払
に
と
う
て
は
幸
せ
で
し
た
。
至
一

出
身
と
い
わ
れ
る
が
故
に
、
世
の
中
の

バ
「
り
な
い
弘
の
た
め
r
A
苦
労
#
乞
さ
せ
た
と
一
因
習
や
偏
見
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
け

川
一
の
し
ま
す
か
.
何
M
H

に
も
純
兵
一
泊
き
る
γ

れ
ば
な
句
な
か
っ
た
絶
望
、
無
念
さ
カ

筋
一
人
以
.
，
-
の
よ
・7
な
こ
と
に
な
う
て
し
一
わ
た
く
し
た
ち
の
胸
を
い
た
く
し
め
つ

，

F

J

-

0
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昭和27年12月22日第3般郵便物認可 ・毎月 1日・ 16日発行・定価1部3問

ぼくも今日から保育園
川辺保育園は、上田橋の西、約 4kmほどの上田原地籍にあり、第24回の入国式で60名の園児を迎え、総園

児 157名と大きそf保育園です。創立当時は、個人住宅を改造して発足、 34年に現在地に移転しました。現在
では新興住宅地として発展、年々園児も増え、 150名を越えるにいたりました。
園舎は、老朽化してきましたが、地元の皆さんのご協力により、市立保育園では、一番広い庭で園児たち

は、伸び伸び活発に遊んでいます。豊力、に伸びゆく可能性を秘めている園児たちを、保護者の皆さんのご理

解とこ協力を得ながら、川辺地区の生活環境の中で、心身ともに健康で明るく意欲的な活動ができる園児に

育ってほしいと願い、職員一同毎日の保育に励んでいます。(川辺保育園長)
(写真は、川辺保育園での新入園児受付)

市長相談日
「市民と市長の日」を5月2日(月)午前9
時から午後4時まで市役所三階市長室
で行L、ます。お気軽におで7うhけください。

農地問題相談日
農地の取得、転用など、農地にかか
わる問題で悩んでいる皆さんのため、
5月2日(月)午前8時30分から午後5時
まで、市役所二階農業委員会事務局で
「農地問題相談」を行L、ます。お気軽
にお出かけください。

主な内容
前年度比118%の積極型、5Z年度予算決まる (3月定例市議会閉会)…Zページ

塩閉商工会青年部の協力得て「福祉ノ〈ザー」聞く(塩田婦人会)……3ページ

国保高額療養費を立て替え、一部負担の支払い困難な方対象1:...4ページ

冠婚葬祭などの時子供さんの世話をします(介護人派遣制度)…4ページ

農業者年金制度への加入はすみましたか……ー…・ ……ー・…・5ページ
産業道路が国道18号線へ4月18日から…・…・…………............6ページ

市民会館前広場は駐車禁止………………一一一……・………・ー ..6ページ

消防設備士の義務講習会開催…・…………………ー・・…・…一一一 7ペーシ

「健康相談Jr乳児検診Jr三歳児検診」の 日程表………………….....8ぺーシ
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前
年
度
比

商
工
重
点

一A
Z

一

一
閉

一

一
ム
-二

一
議

一

一
市
一j
 

一
何
μ

一

一
定
一

一
白
川
一

一q
u

一

八
%
の
積
極
型

万
四
千
円
で
全
体
の
二
九
・

二
%
を
占

め
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
特
別
給

付
金
を
一
・
二
級
か
ら
三
級
ま
で
広
げ

て
実
施
、
身
障
者
の
自
動
車
免
許
取
得

の
補
助
、
身
障
者
お
よ
び
独
居
老
人
の

福
祉
電
話
基
本
料
金
の
補
助
、
老
人
の

た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
事
業
の
一
つ

と
し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
、
陶
器

手
芸
な
ど
の
作
業
棟
、
私
立
保
育
園
へ

市
単
独
で
、

O
歳

。
一
歳
児
の
乳
児
保

育
補
助
な
ど
き
め
細
か
な
配
慮
を
し
、

明
る
い
社
会
建
設
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す。
教
育
費
は
、
十
三
億
一
千
四
百
六
十

三
万
八
千
円
で
全
体
の
一
四
%
を
占
め

豊
殿
・

神
川
・
川
辺
・
中
陣
祖
国
・
別
所

本
施
策
の
確
立
、
五
十
二
年
度
畜
産
物

政
策
価
格
、
養
蚕
農
家
の
所
得
確
保
と

五
十
二
年
度
基
準
糸
価
格
、
蚕
糸
業
安

定
め
た
め
、
生
糸
、
絹
撚
糸
お
よ
び
絹

回
年
度
予
算
決
ま
る

福

祉

教

育

三
月
定
例
市
級
会
は
、
三

月
九
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
石
井
市

長
か
ら
五
十
二
年
度
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
(
施
政
方
針
)
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は

五
+
二
年
度
当
初
予
算
。
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
事
業
の
一
つ
、
老
人
集
会
所
を
東
温
団
地
区
へ
設
置
す
る

上
田
市
東
塩
田
老
人
集
会
喝
条
例
、
家
庭
雑
排
水
な
ど
か
ら
、
河
川
の
汚
染
を
少
な
く
す
る
た
め
、
市
内
二
つ
の
住
宅

団
地
へ
雑
排
水
の
浄
化
施
設
を
設
置
す
る
上
田
市
ひ
か
り
が
丘
、
桜
台
団
地
汚
水
処
理
施
設
条
例
な
ど
の
制
定
。
重
度

心
身
障
害
者
の
医
療
費
特
別
給
付

の
対
象
範
囲
を
一
・
二
級
か
ら
三
級
ま
で
わ
く
を
広
げ
る
上
田
市
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
、
分
ベ
ん
料
の
改
定
に
よ
る
上
田
市
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
設
置
等
に
関
す
る
条
例
な
ど
の

一

部
改
正
の
ほ
か
「
北
陸
新
幹
線
早
期
建
設
お
よ
び
上
田
駅
設
置
に
関
す
る
決
議
」
な
ど
、
六
十

三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全

祖
国
案
が
厳
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
、
第
一

中
学
校
な
ど
校
舎
の
増

改
築
、
プ
ー
ル
、
特
別
教
室
な
ど
の
建

設
、
弓
道
場
を
体
育
館
横
へ
移
転
、
五

十
三
年
国
体
開
催
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね

た
全
日
本
実
業
団
軟
式
庭
球
大
会
の
補

助
お
よ
び
庭
球
コ

l
ト
改
修
整
備
、
塩

田
城
跡
発
掘
調
査
、
保
野
地
区
へ
同
和

集
会
所
を
建
設
な
ど
、
学
校
教
育
か
ら

社
会
教
育
ま
で
幅
広
い
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
使
わ
れ
ま
す
。

商
工
費
は
、
十
億
四
千
九
百
七
十
二

万
円
で
全
体
の
一
一
・
二
%
を
占
め
、

中
小
企
業
融
資
、
同
和
対
策
融
資
、
勤
労

者
住
宅
、
福
祉
厚
生
融
資
な
ど
各
種
融

資
制
度
へ
の
預
託
金
、
無
担
保
、
無
保

証
趣
資
制
度
の
増
わ
〈
、

別
所
温
泉
駐

に
つ
い
て
要
望
し
た

「
畜
産
・
蚕
糸
経

営
発
展
の
た
め
の
基
本
政
策
の
確
立
並

び
に
畜
産
物
、
繭
糸
政
策
価
格
の
引
上

げ
に
関
す
る
意
見
書
」

車
場
整
備
、
太
郎
山
登
山
道
の
整
備
、

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
の
製
図
、
和
裁

編
物
な
ど
の
特
別
教
室
改
築
な
ど
商
工

業
の
振
興
に
使
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
衛
生
費
の
ご
み
収
集

を
全
市
週
二
回
行
う
た
め
の
委
託
料
、
汚

水
共
同
処
理
施
設
の
設
置
計
画
調
査
委

託
料
。
農
林
水
産
業
費
の
富
士
山
地
区

農
村
総
合
整
備
事
業
、
県
営
湿
田
平
揚

水
事
業
の
調
査
委
託
料
。
土
木
費
の
半

過
橋
建
設
促
進
を
図
る
市
単
独
で
の
地

質
調
査
委
託
料
、
上
田
市
自
然
運
動
公

園
の
流
水
プ
ー
ル
、
配
水
池
建
設
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。

ロ
年
度
特
別
・
企
業
会
計
予
算

特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
会
計
な

ど
七
会
計
と
、
産
院
事
業
会
計
の
九
会

計
で
、
三
十
八
億
四
千
三
百
五
万
七
千

円
と
、
前
年
度
当
初
に
比
し
て
六
億
七

千
六
百
五
十
万
四
千
円
増
の
、
=
二

・
四
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

円
条

例

報広日
可nu 
u使話
予

算
額

一
恥
九
十
三
億
九
千
六
百
二
万
四
千
円
で

一

前
年
度
当
初
比
は
一
一
八
・

八
%
と
積

一
極
的
な
予
算
に
な

っ
て
い
ま
す
。
主
な

一

歳
入
は
、
市
税
が
全
体
の
四

0
・
七
%

一

つ
い
で
国
庫
支
出
金
の
一
六
・
七
%
、

号
地
方
交
付
税
の
一
四
・
四
%
と
な
っ
て

U

い
ま
す
。

事

予

算
の
主
な
使
い
み
ち

，

臣
民
ル
主
圃
関
川
uw

・

4-ふ1
止
U

直
也
冊
目
エ
ー
ム
ハ
百
口

-

予

算

臼
年
度
一
般
会
計
予
算

同
岨
力
を
惜
し
ま
な
い
と
す
る
「
北
陸
新

幹
線
早
期
建
誌
お
よ
び
上
回
駅
設
置
に

関
す
る
決
議
」

県
内
基
幹
作
目
で
あ
る
畜
産
お
よ
び

上
田
市
東
塩
田

老
人
集
会
場
条
例

東
梅
田
地
区
へ
老
人
集
会
場
を
設
置

し
、
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
同
地
区
の
老
人

の
活
動
の
場
と
し
て
幅
広
く
活
用
し
て

い
た
だ
〈
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
企
業
の
発
注
減
、
工
賃
カ

y
ト
、
中

小
企
業
分
野

へ
の
進
出
な
ど
に
よ
り
、

中
小
企
業
者
の
経
営
が
危
機
に
直
面
し

て
い
る
の
で
、
中
小
企
業
を
守
る
「
中

上
田
市
ひ
か
り
が
丘
、
桜
台
団
地

汚
水
処
理
施
設
条
例

今
ま
で
、
家
庭
雑
排
水
を
直
接
放
流

し
て
い
た
桜
台
団
地
と
、
新
た
に
造
成

さ
れ
た
ひ
か
り
が
丘
団
地
へ
家
庭
雑
排

水
の
浄
化
施
設
を
設
置
し
て
、
河
川
の

汚
染
を
少
な
く
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

上
田
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

特
別
給
付
金
条
例
の
一
部
改
正

今
ま
で
、
一
・
二
級
の
障
害
者
を
対

象
と
し
て
い
た
医
療
費
の
特
別
給
付
を

三
級
ま
で
広
げ
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

同
和
対
策
集
会
所

条
例
の
一
部
改
正

中
之
条
と
浦
野
へ
同
和
地
区
集
会
場

を
設
置
し
た
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

決
議
・
意
見
書

北
陸
新
幹
線
の
上
田
市
通
過
が
必
至

と
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
新
幹
線

上
回
駅
の
設
置
は
、
上
田
駅
勢
圏
市
町

村
の
発
展
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
道
路

網
な
ど
の
地
理
的
要
件
か
ら
見
れ
ば
、

中
南
信
地
域
は
も
と
よ
り
、
群
馬
県
と

の
交
流
な
ど
相

E
発
展
の
基
と
な
る
の

で
、
北
陸
新
幹
線
早
期
建
設
な
ら
び
に

上
回
市
に
新
幹
線
駅
の
設
置
を
強
く
熱

望
し
、
こ
の
実
現
に
あ
た
り
、
最
大
の

す
る
こ
と
を
要
望
し
た
「
中
小
企
業
分

野
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
三
件

が
議
決
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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つ
い
で
国
庫
支
出
金
の
一
六

・
七
%
、

地
方
交
付
税
の

一
四
・
四
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

予
算
の
主
な
使
い
み
ち

民
生
措
置
は、

二
十
七
億
四
千
六
百
-

す
。教
育
費
は
、
十
三
億
一
千
四
百
六
十

三
万
八
千
円
で
全
体
の
一
四
%
を
占
め

豊
殿
・
神
川
・
川
辺
・
中
塩
田
・
別
所

本
施
策
の
確
立、

五
十
二
年
度
畜
産
物

政
策
価
格
、
養
蚕
農
家
の
所
得
確
保
と

五
十
二
年
度
基
準
糸
価
格
、
蚕
糸
業
安

定
の
た
め
、
生
糸
、
絹
撚
糸
お
よ
び
絹

製
品
な
ど
の
法
的
輸
入
規
制
措
置
な
ど

協
力
を
惜
し
ま
な
い
と
す
る
「
北
陸
新

幹
線
早
期
建
設
お
よ
び
上
回
駅
設
置
に

関
す
る
決
議
」

県
の
基
幹
作
目
で
あ
る
畜
産
お
よ
び

養
蚕
に
つ
い
て
、
畜
産
経
営
発
展
と
基

1
11
6tvi
l
i
-
-

一
「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動
」

だ一一(震1積極脇) 第 741号『

〈
市
民
生
活
の
中
へ
〉

『
む
だ
を
な
く
し
、
物
を
生
か
す
市
民
運
動
」
が
、
市
民
生
活
の
中
に

定
着
す
る
こ
と
を
望
み
、
こ
の
運
動
の
主
旨
が
生
か
さ
れ
、
市
内
各
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
と
広
報
「
う
え
だ
」

へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
塩
田
婦
人
会
と
塩
田
商
工
会
青
年
部
が
行
っ
て
い
る
「
福
祉
バ

ザ
l
」
を
塩
田
婦
人
会
長
の
矢
幡
た
ゐ
子
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

えつ一(3ト一一一一昭和52年 4月16日 広報

私
た
ち
塩
田
婦
人
会
が
、
資
源
を

大
切
に
し
よ
う
と
思
い
つ
い
た
の
は

新
し
い
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
い
る
「
卵

パ
ッ

ク
」
の
再
利
用
で
し
た
。

個
人
個
人
で
は
、
も

っ
た
い
な
い

と
思
い
な
が
ら
捨
て
て
い
た
卵
パ
ッ

ク
を
婦
人
会
員
が
持
ち
よ
り
、
業
者

に
売
り
、
そ
の
代
金
で
「
お
む
つ
」

を
つ
く
り
、
別
所
温
泉
の
長
寿
図
へ

届
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
婦
人
会

の
四
十
九
年
度
事
業
で
不
用
品
交
換

会
の
計
画
を
た
て
ま
し
た
。

塩
田
商
工
会
青
年
部
の
協
力
得
て

「
一
面
止
て
ず

i
-現

今
引

2
，
ノ
+
，
」

t
t

〈塩

田

婦

人

会
〉

ど
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

新
し
い
物
と
変
わ
り
な
い
品
物
が
た

く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
か
ら
は
、

学
用
品

衣
類
、
瀬
戸
物
、
く
つ
類
な
ど
が
市

価
の
半
値
以
下
で
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
パ
ザ

l
開
催
当
日
は
、
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
短
時
間
で
全
部
の

品
物
が
売
り
切
れ
、
両
手
い
っ
ぱ
い

品
物
を
抱
き
か
か
え
て
い
る
お
母
さ

ん
な
ど
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
見
ら

れ
大
変
好
評
で
し
た
。

こ
の
売
上
げ
金
で
、

矢幡たゐ子きん

こ
の
交
換
会
の
ね
ら
い
は
、
ど
こ

の
お
宅
に
も
あ
る
不
用
品
「
お
返
し

物
」
「
子
供
用
の
い
ら
な
く
な

っ
た

物
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
を
出

し
あ
い
、
お

E
い
に
物
を
大
切
に
し

む
だ
を
な
く
そ
う
と
、
計
画
を
練
っ

た
の
で
す
が
、
初
め
て
の
事
業
の
た

め
四
十
九
年
度
は
、
研
究
段
階
に
と

ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

五
十
年
度
は
、
是
非
実
行
し
よ
う

と
計
画
し
研
究
を
重
ね
て
い
た
と
こ

ろ
、
塩
田
商
工
会
青
年
部
か
ら
「
福

祉
パ
ザ

l
」
を
婦
人
会
と
共
催
で
行

中
小
企
業
融
資
、
同
和
対
策
融
資
、
勤
労

者
住
宅
、
福
祉
厚
生
融
資
な
ど
各
種
融

資
制
度

へ
の
預
託
金、

無
担
保
、
無
保

証
融
資
制
度
の
増
わ
く
、
別
所
温
泉
駐

に
つ

い
て
要
望
し
た
「
畜
産
・
重
糸
経

営
発
展
の
た
め

の
基
本
政
策
の
確
立
並

び
に
畜
産
物
、
繭
糸
政
策
価
格
の
引
上

げ
に
関
す
る
意
見
書
」

深
刻
な
不
況
、
イ
ン
フ
レ
に
加
え
て

い
た
い
と
の
申
込
み
が
あ
り
、
さ

っ

そ
く
役
員
会
を
聞
き
協
力
す
る
こ
と

を
決
め
実
行
に
か
か
り
ま
し
た
。

開
催
時
期
を
塩
田
公
民
館
で
行
う

秋
の
体
育
祭
に
合
わ
せ
て
、
塩
田
中

学
校
の
校
庭
で
青
空
方
式
で
行
う
こ

と
と
し
、
取
り
扱
う
品
物
は
、
婦
人

会
員
の
ご
協
力
を
得
て
、
衣
類
、
お

返
し
物
の
菓
子
ば
ち
、
ガ
ラ
ス
器
具

セ
ッ
ト、

シ
l
ツ
、
パ
ス
タ
オ
ル
な

ひ
も
ろ
木
園

し
、
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
同
地
区
の
老
人

の
活
動
の
場
と
し
て
幅
広
く
活
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
企
業
の
発
注
減
、
工
賃
カ

ッ
ト
.
中

小
企
業
分
野

へ
の
進
出
な
ど
に
よ
り
、

中
小
企
業
者
の
経
営
が
危
機
に
直
面
し

て
い

る
の
で
、
中
小
企
業
を
守
る
「
中

小
企
業
分
野
法
」
を
す
み
や
か
に
制
定

u
，。A
円

V
A
V
A
H
v
a
a
nV
6
A
υ
v
a
A
U
v
b
A

リ，。・
R
V
A
V

‘HVA
Y
R
H
Y
V
A
Hv
a

，

や
塩
田
の
小
・
中
学
校
の
図
書
購
入
閣

と
長
寿
園
へ
お
む
つ
な
ど
を
届
け
ま
。

し
た
。

自

五
十
一
年
度
は
、
野
菜
な
ど
も
多
目

〈
出
品
さ
れ
、
売
上
げ
も
二
十
万
円

M

と
な
り
、
ひ
も
ろ
木
圏
、
宝
池
園
、
町

長
寿
国
が
希
望
し
て
い
た
洗
濯
機
、
日

八
ミ
リ
撮
影
機
な
ど
を
届
け
る
こ
と
司

が
で
き
ま
し
た
。

百

福
祉
パ
ザ

l
開
催
に
あ
た

っ
て

、

~

婦
人
会
役
員
、
商
工
会
青
年
部
の
皆
口

さ
ん
に
は
、
口
問
物
集
め
に
、
会
場
の

r

準
備
に
と
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
ま

E

す
が
、
日
間
物
を
ご
寄
付
く
だ
さ
る
皆
戸

き
ん
、
そ
れ
を
お
求
め
に
な
る
皆
さ
日

ん
、
そ
れ
ぞ
れ
が

「
む
だ
を
な
く
し

}

物
を
生
か
す
運
動
」
に
参
加
さ
れ
て
匂

い
る
と
と
も
に
、
こ
の
売
上
げ
金
が
九

新
し
い
品
物
に
姿
を
変
、え
て
福
祉
施
一

設
や
小
・
中
学
校
の
お
役
に
た
つ
と

r

い
う
、
資
源
の
再
利
用

(
と
言
、え
る
町

か
ど
う
か

)
を
考
え
る
と
き
、
一
人
町

一
人
の
カ
が
集
ま
れ
ば
、
す
ば
ら
し
戸

い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
皆
さ
ま
と
官

と
も
に
喜
ぴ
、
五
十
二
年
度
に
向
っ
四

て
ま
す
ま
す
充
実
し
た
事
業
と
な
る
。

ょ
う
計
画
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
ロ

す
。

民

の
交
流
な
ど
相

E
発
展
の
基
と
な
る
の

で
、
北
陸
新
幹
線
早
期
建
設
な
ら
び
に

上
回
市
に
新
幹
線
駅
の
設
置
を
強
〈
熱

望
し
、
こ
の
実
現
に
あ
た
り
、
最
大
の

す
る
こ
と
を
要
望
し
た
「
・
中
小
企
業
分

野
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
三
件

が
議
決
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

資源活用

広場へ

出品しよう

4月25日までに

事務局へ

「
む
だ
を
な
く
し
、
物
を
生
か
す
市

民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
好
評
の
資

源
活
用
広
場
を
五
月
十
五
日
岡
市
役
所

駐
車
場
を
開
放
し
て
、
青
空
市
場
方
式

で
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
き
ん
不
用
口
聞

を
た
く
さ
ん
出
品
し
ま
し
ょ
う
。

〔
対
象
品
目
・
販
売
方
法
〕

家
庭
用
品
な
ら
な
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
(
た
だ
し
、
生
鮮
食
品
は
除
〈
)

販
売
は
、
価
格
査
定
委
員
会
が
売
り

値
を
決
め
、
一
O
%
の
販
売
手
数
料
を

つ
け
て
古
物
商
組
合
で
販
売
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
(
所
有
者
の
希
望
価
格
を

尊
重
し
ま
す
)

〔
出
品
申
込
み
・
お
問
合
せ
〕

出
口
聞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
か

郵
便
で
、
四
月
二
十
五
日
開
ま
で
に
、

上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部
事
務
局
(
市

民
課
生
活
係
)
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
宮
@
四
一
O
O
内
線
二
七
二
・
二
七

六
有
線
②
O
七
O
一
、
大
手
一

1
一一

|
二
ハ
)
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お知らせ
え

市
の
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
制
度
は
、
閉
じ
人
が
、
同
じ
月
に

報
同
じ
医
療
機
関
に
か
か
り
、
そ
の
医
療

広
費
の
自
己
負
担
分
が
三
万
九
千
同
を
こ

一

え

る

と
き
、
そ
の
こ
え
た
分
を
申
請
に

一
よ
り
世
帯
主
に
支
給
し
て
い
ま
す
が
、

謝
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
支
給
す
る

問
励
ま
で
に
約
三
か
月
か
か
り
ま
す
。

話
医
療
費
の
改
定
に
よ
る
自
己
負
担
額

昭
和
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
負
担
が
か
さ
み

一
そ
の
た
め
に
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
て

一
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
は
、

一
五
十
二
年
四
月
診
療
分
か
ら
自
己
負
担

一

金

(
三

O
%相
当
額
)
の
支
払
い
が
困

号
難
な
世
帯
主
を
対
象
に
立
て
替
え
(
概

“

算
払

い
)
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

n
，a
 

第
申
請
の
手
続
き
は
、
国
民
健
康
保
険

-

ま

問

幅

四

g
m轟
質
蝿
買
古
A
品
和
出
甲
晴
間
量
百
(
向
州
躍
皿
、
会
出
品

つ

と
し
て
「
郵
便
は
が
き
」
を
四
月
二
十

日
制
以
降
、
お
一
人
に
つ
き
二
十
枚
を

郵
便
局
の
窓
口
で
差
し
あ
げ
ま
す
の
で

次
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
申
出
て
く

わ

」

の

一

行

日

勢

一

ら

の

大

。

一

か

り

、

す

一

)

く

で

ま

-

日

づ

評

い

一

7

力

好

て

一

(

体

に

れ

一

曜

民

ん

さ

一

木

市

さ

加

一

一

「

皆

参

一

第

る

の

が

一

の

い

婦

ん

一

月

て

主

さ

一

回

れ

は

皆

一

え
押
印
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
)

〈

期

間
v

五
月
三
十
一

日

ωま
で

で
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

冠

婚

葬

祭

な

ど

の

と

き

偏

子
供
さ
ん
の
世
話
を
し
ま
す
泌

〈
母
子
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん
対
象
〉
…
滞

除
、
身
の
回
り
の
世
話
、
生
活
必
需
品

の
買
物
、
医
療
機
関
と
の
連
絡
な
ど
、

必
要
と
恩
わ
れ
る
仕
事
。

〈
手
当
・
期
間
〉

手
当
の
額
は
、
一
日
二
千
七
百
五
十

円
。
同
一
家
庭
に
つ
い
て
一
日
か
ら
五

日
以
内
。

〈
お
閉
会
せ
〉

福
祉
事
務
所
福
祉
課
児
童
相
談
係
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
三
七
二
有
線
②

O
七

九
一
)

市
は
、
四
月
か
ら
市
内
の
母
子
家
庭

ま
た
は
、
八
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
父
親
だ
け
の
家
庭
の
皆
さ
ん
が

一
時
的
な
病
気
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
児

童
の
世
話
が
で
き
な
い
場
合
に
、
介
護

人
を
派
遣
し
て
、
児
童
の
世
話
を
す
る

「
介
護
人
派
遣
制
度
」
を
設
け
ま
し
た

の
で
、
お
困
り
の
方
は
、
次
に
よ
り
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
方
法
・
お
問
合
せ
〉

介
護
人
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
本

人
、
ま
た
は
代
理
の
人
が
福
祉
事
務
所

福
祉
課
児
童
相
談
係
へ
申
出
て
く
だ
さ

い
。
介
護
給
付
券
が
交
付
さ
れ
、
介
護

人
が
伺
い
ま
す
。
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
三
七
二
有
線
②

O
七

九

二

児
童
の介
護
人
を
募
集

「
介
護
人
派
遣
制
度
」
の
実
施
に
伴

い
、
次
に
よ
り
介
護
人
を
募
集
し
ま
す

の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
福
祉

事
務
所
ま
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
資
格
〉

心
身
と
も
に
健
全
で
、
母
子
家
庭
(
父

子
家
庭
)
に
理
解
が
あ
り
、
個
人
の
秘
密

を
守
り
児
童
の
世
話
が
で
き
る
人
。

〈
内
容
〉

乳
幼
児
の
保
育
、
食
事
の
世
話
、
掃

福祉医療の

点数証明書

医療機関の

窓口で発行

る
よ
う
、
地
域
包
括
医
療
協
議
会
の
ご

協
力
に
よ
り
、
医
療
機
聞
の
窓
口
に
備

え
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
五
月
一
日
か
ら
の
予
定
)

証
明
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
五
月
一

日
の
証
明
書
発
行
分
か
ら
医
療
機
関
の

窓
口
で
、
一
枚
に
つ
き
百
円
を
支
払
っ

て
い
た
だ
き
、
後
目
、
医
療
費
と
と
も

に
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

民
生
部
国
保
年
金
課
医
療
給
付
係
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
二
八
三
有
線
②

O
七

一
一
)

( 5月 1日からの予定〕

慶

一

回

，J
L
e
沖

f
‘
 

l

l

n

L

T
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べ

ea
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明
ま
-
窓
伝
統
る
一一〉

四
月
一
日
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
の

医
療
費
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
の
範

囲
が
、
心
身
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表

の
三
級
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
市
役
所
福

祉
事
務
所
福
祉
課
(
窓
口
十
二
番
)
で

医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

お
閉
会
せ

1
福
祉
事
務
所
福
祉
課
保
護

係
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
七
五
有
線

②

O
七

九

二

身
体
障
害
者
の
皆
ぎ
泌
.
・
2

0

0

4

0

J

郵
便
は
が
き
を
一
窓
、
?
ぞ
人
~

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
月
聞
の
~
環

慰

問
恥

国
保
高
額
療
養
費
を
立
て
替
え

自
己
負
担
金
の
支
払
い
が

困
難
な
方
対
象
に

融
機
関
名
と
口
座
番
号
が
必
要
)
、
高

額
療
養
費
診
療
報
酬
点
数
証
明
書
を
添

え
て
市
役
所
国
保
年
金
謀
、
ま
た
は
各

支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
(
申

請
書
、
証
明
書
の
用
紙
は
、
国
保
年
金

課
、
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
)

高
額
療
養
費
診
療
報
酬
点
数
証
明
書

は
、
診
療
を
受
け
た
翌
月
の
十
日
以
後

に
当
該
医
療
機
関
に
申
出
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
審
査
済
み
の
診
療
報
酬
明
細

書
と
診
療
報
酬
点
数
証
明
書
を
照
合
し

た
う
え
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、
精

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
国
保
年
金
課
医
療
給
付
係
(
合

@四一

O
O内
線
二
八
三
有
線
②

O
七

上
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外

の
皆
さ
ん
(
乳
幼
児
、
重
度
心
身
障
害

者
、
母
子
家
庭
、
独
り
暮
し
の
女
子
、

独
り
暮
し
の
老
人
、
同
和
対
策
対
象
の

老
人
)
が
、
福
祉
医
療
費
支
給
申
請
書

に
添
付
さ
れ
る
点
数
証
明
書
用
紙
は
、

市
役
所
国
保
年
金
謀
、
ま
た
は
各
支
所

で
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
申
請
さ

れ
る
方
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ

同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
一
人
以
上
あ
る
人
。

〈
入
居
〉

〈
実
施
内
容
〉

第
三
木
曜
日

1
中
高
年
働
者
向
け
若
返

り
体
操
と
相
談
目
。
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金

三ニ

C
ル
パ
栴
差
額
」

σ
ヨ
主
'
v
d
ん
目

維
な
世
帯
主
を
対
象
に
立
て
替
え
(
概

算
払
い
〕
を
す
る
ニ
と
に
し
ま
し
た
。

申
捕
の
手
続
き
は
、
国
民
健
康
保
険

官
閉
鎖
療
愛
費
支
給
申

m
S
(
印
鑑
、
金

』

と
し
て
「
郵
便
は
が
き
」
を
四
月
二
十

号
日
附
以
降
、
お
一
人
に
つ
き
二
十
枚
を

川

郵
便
局
の
窓
口
で
差
し
あ
げ
ま
す
の
で

第
次
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
申
出
て
く

-

だ

さ

い
。

一
〈
対
象
者
〉

一
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
障
害

一
程
度
が
一
・
二
級
の
人
で
、満
六
歳
(
五

日
開

十
二
年
四
月
一
日
現
在
)
以
上
の
人
。

間
使
〈
手
続
き
方
法
〉

加一冊

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
に
な

っ

H
2
3
 

崎
明

て
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で
手
続
き
し
て

一

く
だ
さ
い
。
手
続
き
用
紙
は
、
郵
便
局

一
市
役
所
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
(
代

だ
理
の
入
、
ま
た
は
郵
便
で
も
結
憾
で
す

が
、
本
人
の
手
帳
番
号
、
級
別
、
住
所

ま
た
は
居
所
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う

えつ一 (5)一一一一昭和52年 4月16日 広報

〈
お
閉
会
せ
〉

民
生
部
国
保
年
金
課
医
療
給
付
係
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
二
八
三
有
線
②

O
七

一一

)
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子
家
庭
)
に
理
解
が
あ
り
、
個
人
の
秘
密

を
守
り
児
童
の
世
話
が
で
き
る
人
。

〈
内
容
〉

乳
幼
児
の
保
育
、
食
事
の
世
話
、
掃

た
だ
き
ま
す
が、

必
ず
提
出
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

J

市
営
住
宅
随
時
補
充

来
居
者
を
募
集
5

市
営
住
宅
の
随
時
補
充
入
居
者
募
集

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

四
月
二
十
五
日
以
降
市
役
所
二
階
管
理

課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
地
区
〉

梅
が
丘
、
桜
台
の
第
二
種
住
宅
。

上
田
原
、
千
曲
町
の
第
二
種
住
宅
。

塩
尻
の
第
二
種
住
宅
。

聞
の
第
二
種
住
宅
。

〈
資
格
〉

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
か
、
勤
務
先

き
の
あ
る
人
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

加入はすみましたか
く大正9年|月 2日
一昭和11年 i月|日生れの人は早急に〉

農業者年金制度がスタートしてから 5年が過ぎ、同

年金の支給が始まりました。

農業者年金制度には、経営移譲年金と農業者老齢年金

とがあり、その資格を得るには、次の要件を満たして

いることが必要です。

〈資格要件〉

①「当然加入」の資格取得届を出して、年金の受給資

格を得ることができる人は、大正 9年 1月 2日から昭

和11年 1月 1日までに生れた人で、昭和50年以前に

「当然加入J(耕作面積50a以上で国民年金加入者)の

資格がある人。

②①に該当する人が「当然加入」の資格届を提出して

将来経営移譲年金、または、農業者老齢年金を得るた

めには、下表の生年月日に応じた納入期限までに保険

料を納入して ください。

@ 大正 9年 1月 2日から昭和11年 1月 1日までに生ま

れた人は、至急手続きしてくださし、。昭和53年にな

ると加入できなくなります。

昭和11年 1月 1日以降に生まれた人で加入資格があ

る人も手続きしましょう 。

〈お問合せ〉

農業委員会事務局(ft@4100内線 336有線 2-0761) 

か市内の各農協へ ご相談ください。

農業者年金制度への

に
添
付
さ
れ
る
点
数
証
明
書
用
紙
は

市
役
所
国
保
年
金
謀
、
ま
た
は
各
支
所

で
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
申
請
さ

れ
る
方
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ

同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
一
人
以
上
あ
る
人
。

〈入

居
〉

臨
時
募
集
で
す
の
で
、
申
込
み
順
に

希
望
地
区
の
住
宅
が
あ
い
た
時
入
居
で

き
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

建
設
部
管
理
謀
住
宅
係
(
宮
@
四
一

0
0
内
線
三
四
五
有
線
②
六
七
三
二

f

市
民
体
力
づ
v

ぐ
り
硲
日
の
一日

簿'濯
0

・ど
第
四
木
曜
が
変
漫

広
報
「
う
え
だ
」
四
月
一
日
発
行
第

七
四

O
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
市
民
体

力
づ
く
り
の
日
」
の
日
程
が
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

生 年 月 日 最低納入開始月 納 入 期限

大 l月2日-2月l日生れ

正 2月2日-3月IB 11 11 2月分 昭和52年4月末日

年明9、 3 月2 日-4 月l 日 11 11 3月分

らI~間 ι 5月 l 日 11
日和召 5月2日-6月1 日 11 11 5月分 昭和52年7月末日

年1でま?I 6 月2 日-7 月l 日 11 11 6月分

7月2日-8月1B 11 

白山日-9月1日 11 11 8月分 昭和52年10月末日

9月2日-10月1日 11 11 9月分

苦l人tRL L 闘 2B-問 IB 11 11 10月分

11月2日-12月1日 11 11 11月分

12月2日-1月1日 11 11 12月分

不用品コーナー
( 4月9日現在)

〈
曹
f

ハ
怖
岬
E

市
門
申
省
〉

第
三
木
曜
日

1
中
高
年
齢
者
向
け
若
返

り
体
操
と
相
談
目
。

第
四
木
曜
日

l
自
分
の
体
力
を
テ
ス
ト

す
る
目
。

〈
申
込
み
方
法
V

第
三
木
曜
日
H
H
前
日
の
正
午
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
師
、
職
業
、
相
談
し

た
い
こ
と
を
郵
便
か
電
話
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
運
動
だ
け
の
人
は
そ

の
ま
ま
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

第
四
木
曜
日

l
ど
な
た
で
も
自
由
に
お

で
か
け
く
だ
き
い
。

〈
お
申
込
み
先
き
・
お
問
合
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
体
育
振
興
係
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
五
五
五
、
大
手
一
ー
ー

二
|
二
ハ
)

登録品名

カラーテレビ(16インチ)、白黒テレビ、スキー とス

キー ぐっ、ガス風呂(上がり湯付)、ミシン、婦人用

ポストンバッグ、バイク(1 25c.c)、電気ポット、ビ

ニールロッカ一、歩行器、ベビーカ一、食事用テー

ブルといす、くつスケート (22cm、22.5cm)、電気ゴ

タツ、冷蔵庫、調理台付流し台、ガスレンデ、子供

用自転車、クーラー(目立)、ダブルベッド、農業用

トレーラー。

以上が主な品物ですが、こんな品物がほしいとお考え

の方は、事務局へお問合せください。

〈申込み・お問合せ〉

上田市資源活用推進本部事務局 (ft@4100内線272・

276有線②0701)
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産
業
道
路
の
国
道
移
管
に
つ
い
て
は

以
前
か
ら
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
が

四
月
十
八
日
附
か
ら
国
道
一
八
号
線
と

な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

区
間
は
、
新
田
交
差
点
か
ム
上
川
原

柳
町
を
経
て
国
分
交
差
点
ま
で
で
す
。

国
道
移
管
に
伴
い
、
今
ま
で
の
国
道

一
八
号
線
の
原
町
、
松
尾
町
、
鷹
匠
町

通
り
は
国
道
一
四

一
号
線
、
お
よ
び
国

道
一

四
三
号
線
と
な
り
ま
す
。

道
路
の
維
持
管
理
な
ど
も
、
国
道
一

八
号
線
(
産
業
道
路
)
は
、
建
設
省
上

えつ_~ 741号 (腕鋭脇)一一広報

市民会館前広場は駐車禁止
ご協力をお願いします

園
出
張
所
(
宮
@
二
七
三
七

)。

国
道
一

四
一
・
一
四
三
号
線
(
原
町
、
松
尾
町

鷹
匠
町
通
り
)
は
、
上
回
建
設
事
務
所

(
宮
@
一
二
六

O
)
が
行
い
ま
す
。

問

y

名

区

J

線

理

路

例

管

県

の

1
省

野

道

段

長

国

建

“

…

凡

@
…

@
m
v
@
 

上回公園内の市民会館前広場は、 4月から駐車禁止と

なりました。 公園入口(二の丸橋上)に 整理員をおき、

体育施設を除〈公園内の施設利用者と、市外からの観光

客に限り 、駐車を許可します。 3か月間テストをし、そ

の結果、さらに よい方法を検討していきますので、市民

の皆さんごh湯力くださし、。
4月16日か ら24日までは、花見どきですので、観桜客

の乗り 入れ も禁止します。

公園を汚きず楽しい花見
公園の桜は18日ごろが見ごろ

りと雇用の

「着のために

上田市勤労

しましょう。
事業所があ

ない小規模

務する従業

などの人は

上回公園をはじめ、 市内の公園の桜は 、18目前後が見

ごろと な りそうです。公園は市民みんなのものです。次

のこと を守って楽 しい花見をしましょう 。

1. 公園の施設を大切にしましょう 。

2. 花見の場所取りは、禁止されています。やめまし

ょっ。
他人に迷惑をかけないようにしましょう。

自動車での花見はやめましょう 。

公園内でのたき火は、 禁止されています。

ごみは、各自で持ち帰 りましょう 。

-E山

線
v

に0
・

参
ヤ

ー
よ

第
十
二
回
市
長
杯
争
奪
早
起
き
野
球

大
会
は
、
五
月
九
日
間
午
前
六
時
か
ら

プ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

チ
ー
ム
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
申
込
先
き
・
お
閉
会
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
五
五
五
)

〈
締
切
日
〉

四
月
二
十
五
日
間
期
限
厳
守
。

〈
参
加
料
〉

一
チ

l
ム
二
千
円
(
申
込
み
時
に
納

入
)
〈
そ
の
他
〉

選挙の知識
その①輸

選挙の3原則

(1)平等の原則

満20歳になった国民には、収入、身分、信条、性別な

どを問わず、全国民が選挙権を有することになっていま

す。 (犯罪者などを除く)

(2)投票自 由の原則

投票にあたっては、他人から強制されたり、だれに投

票し たかわかったりしないよう、投票の自由と秘密が守

られるよう保障されてい ます。

(3)選挙の公正の原則

「平等な選挙」も「投票の自由」も公正に行われなけれ

ばならないため、選挙事務の管理、執行に関する権限を

他の行政機関(地方公共団体の長など)から独立した選

挙管理委員会に与えられています。

国芹〈イ水量日Jt:t_之午中のもの

務

係

長

事

務

取

扱

関

弘

幸

(

川
西

支
所
長
)
マ
労
政
課
長
清
水
芳
明
(
農

業
共
済
課
長
)
マ
観
光
課
長

川
上
武

参
加
チ

l
ム
は
「
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
」
に
加
入
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

大
会
中
に
お
け
る
負
傷
は
、
応
急
手

当
を
行
い
ま
す
が
、
以
後
の
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

怒

-ri--一変
0

・

州

-

窓

側

ι

栄
司
法

絞

い
宵
少
年

F
-九
ゑ
‘

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
の
発
会
式
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
・
ま
す
。

と

き

1
四
月
二
十
三
日
出
午
後
六
時

か
ら
。

と
こ
ろ

1
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
和
室
。

課
長
補
佐
指
定
手
塚
裕
(
生
活
係

長
)
マ
課
長
補
佐
指

定

佐

藤

馨

(

国

分
保
育
園
長
)
マ
課
長
補
佐
指
定
関

会

費

l
コ
l
ト
使
用
料
一
千
五
百
円

お
閉
会
せ
M
M
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(
宮

@
七
一
一
七
)

訂

正

お

わ

び

四
月
一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
第
七

四
O
号
「
灯
油
川
耐
ガ
ソ
リ
ン
初
日
山
か

ら
、
一
般
家
庭
で
も
届
出
が
必
要
」
は

「
灯
油

m
t
ガ
ソ
リ
ン

m
t
か
ら
、
一

般
家
庭
で
も
届
出
が
必
要
」

。
ま
た
、

同
文
中
の
ガ
ソ
リ
ン

1
二
O
耐
か
ら
九

九
凶
は
、
ガ
ソ
リ
ン

l
二
O
Z
か
ら
九

九
t
。
灯
油

l
一
0
0
.附
か
ら
四
九
九

耐
は
、
灯
油

1
一

o
o
tか
ら
四
九
九

t
。
重
油

l
四

O
O
耐
か
ら
一
、
九
九

九
耐
は
、
重
油

1
四

o
o
tか
ら
一
、

九
九
九

4
の
誤
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

jf蓄と弘
会
事
務
局
調
査
係
長
山
越
昇
(
福

祉
課
主
査
)
マ
学
務
係
長
検
閲
衛

(
財
政
課
主
査
)
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会
こ
民市

内

。

除

駐

ら

協

か

も

四

ヨ

u

蘭

た

を

、

さ

ご

日

れ

一
臣
医

公

し

設

り

、

ん

同

人

一

U
U

固

ま

施

限

果

き

月

り

一

/

ユ

上

り

育

に

結

皆

4
乗

一

，

な

体

客

の

の

の

共 I斉 事 由 給付額 PI

会 員 150，000 
死配偶 者 60，000 
子 20，000 
親 5，000 

亡 災2親に等よるま死で亡の同唐家族火 5，000 

全 焼、全 緩 200，000 
住一部火災

?半で部焼焼、‘ 半一部題壊担
100，000 

宅災害 地火火主火Sに災主宙疑及他よ問びのる自

50，000 

全焼、全壊、流失 50，000 

半焼、半壊 25，000 

一床部上焼浸水、一部壊 1，000 

廃 疾 50，000 

病傷 休休休業業業391400日日日以以以上上上
2，000 
3，000 
5，000 

結 婚 15，000 

子 の出生 5，000 

子 の就 学 3，000 

退職慰労金 (3年以上) 3，000 

祝寿 銀銅陶器婚婚婚祝祝祝 (((結結結婚婚婚221055年年年)) ) 
2，000 
3，000 
4，000 
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引

会

ト
ペ

チ
助
J
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山内
互
U

A

吋
者
力

hm

労

E

勤

共済金給付額表
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消防設備士の

義務講習会開催

上回公園を

ごろとな り

のことを守 っ

1 公園

2 花見

ょっ。
他人l

自動

公園

ごみ l

明るい職場づくりと雇用の

安定、 従業員の定，fiのために

事業所 ぐるみで「上回市勤労

者互助会」に加入 しま しょう

資格=上田市内に事業所があ

って、 労働組合のない小規模

企業、 商1苫等に勤務する従業

員(臨時、パート などの人li

入会できません)

入会一入会届と入会金100内

会費=会の事業を進めるため

一人月額 200円

事業=左表の共済制度のほか

会貝どおしの続睦を図る、 リ

クリェーショ ンや旅行などを

行います。
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で
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で
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設
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設
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消
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会
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室
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説
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習
ち

務

ま

市

の

よ

の

よ

第

士

の

よ

ぽ

室

議

持

総

上

野

〉

類

お

。
類
お

o
備

類

お

。

部

務

務

お

所

副

〉

長
象

3

、士

4

、
士
設

5

、
士
〉
本
総

義
を

務

滞

日

同

対

第

士

備

第

士

備

防

第

士

備

せ

防

所

の
状

事
刊
)
期
日
の
一
備
設
一
備
設
消

一
備
設
合
消
務

士

免

〉

方

品川

す

習

部

習

種

種

種

間

市

事

備

の

限

地

上

ま

講

月

講

2

3

4

お
回
方

設
士

期

に

劃

り

〈

5
〈

第

第

第

〈

上

地

防

備

出

で

院

あ

消
設

。
提
ま
ぼ
こ

、

防

い

の

?

劃

一

員

、

-z寺

i
hリ
月

付

り

消

き

書

引

い

務

一

職

人

古

寺

一

要

動

日

よ

、

だ

願

叩

き

総

一

市

4

・・

J
a
i
-
-
4
1

こ
守
く
禽
司
J
こ品川

山

η
で
鰐

Uυ
和

一

課

長

級

マ

一
等
級
昇
格
丸
山
三
輿

す

し

〈

て

事

↑

(
福
祉
課
長
)

マ
川
西
支
所
総
務
課
庶

今
、

u
A
q

rD
P
D

務
係
長
事
務
取

扱

関

弘

幸

(
川
西

支
所
長
)
マ
労
政
課

長

清

水
芳
明
(農

業
共
済
課
長
)
マ
観
光
課
長

川
上
武

男
(
業
務
課
長
)
マ
農
業
共
済
課

長

小

山
四
郎

(
観
光
課
長
)
マ
社
会
課
長

矢
幡
利
夫
(
収
税
課
長
)
マ
業
務
課
長

田
中
衛
(
労
政
課
長
)
マ
上
田
市
外

八
か
町
村
病
院
組
合
事
務
長
太
田
伸

次

(
社
会
諜
長
)
マ
収
税
課
長
塩
見

泰
夫
(
昇
格
・
職
員
係
長
)
マ
新
幹
線
課

長

小
泉
洋
平
(
昇
格
・
新
幹
線
係
長
)

マ
図
書
館
長
平
野
勝
重

(
昇
格
図
書

館
庶
務
係
長
)
マ
課
長
級
昇
格
小
林

弘
太
郎
(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
)

係
長
級
H
H
市

民

税

係

長

課

長

補

佐

沓
掛
昭
二
(
国
民
健
康
保
険
係
長
)
マ

国

民

健

康

保

険

係

長

課

長

補

佐

富

島
貞
之

(
市
民
税
係
長
)
マ
学
校
教
育

課

庶

務

係

長

課

長

補

佐

西

沢

一

平

(学
校
係
長
)
マ
農
地
係
長
の
兼
務
を

解
く、

課

長

補

佐

田

中

要

(

農

政

係
長
)
マ
社
会
係
長
課
長
補
佐
指
定

水
出
光
夫
(
議
事
係
長
)
マ
塩
田
中
央

保
育
園
長
、
課
長
補
佐
指
定
室
沢
恒

雄
(
室
賀
保
育
園
長
)
マ
室
賀
保
育
園

長
、
課
長
補
佐
指
定
資
掛
英
男
(
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
)
マ
議
事
係
長

課
長
補
佐
指
定
清
水
万
伴
(
議
会
事

務
局
調
査
係
長
)
マ
体
育
課
施
設
係
長

課

長

補

佐

指

定

茅

野

清

(

体

育

振

興
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指
定
回
玉
清

(
諸
税
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指
定
高

橋
邦
夫

(
行
政
管
理
係
長
)
マ
課
長
補

佐
指
定
尾
見
幸
一

(
市
民
係
長
)
マ

課

長

補

佐

指

定

手

塚

裕

(

生

活

係

長
)
マ
課
長
補

佐

指

定

佐

藤

馨

(国

分
保
育
園
長
)
マ
課
長
補
佐
指

定

関

弥
彦
(
塩
田
支
所
住
民
課
住
民
係
長
)

マ
交
通
安
全
係
長
饗
場
民
放
(
川
西

支
所
総
務
課
庶
務
係
長
)
マ
新
幹
線
係

長
鈴
木
秀
一
郎
(
社
会
教
育
係
長
)

マ
市
民
会
館
庶
務
係
長
兼
施
設
係
長

赤
羽
仁
士
(
体
育
課
施
設
係
長
)
マ
塩

田

支

所

録

興

課

振

興

係

長

松

崎

久

(
市
民
会
館
庶
務
係
長
)
マ
神
川
第
一

保
育
園
長
小
林
和
子
(
塩
田
中
央
保

育
園
長
)
マ
社
会
教
育
係
長
上
沢
常

一
(
社
会
係
長
)
マ
体
育
援
興
係
長

小
沢
良
行
(
神
川
第
一
保
育
園
長
)
マ

兼
ね
て
図
書
館
庶
務
係
長
中
沢
渥
志

(
奉
仕
係
長
)
マ
農
地
係
長
西
沢

久
(
塩
田
支
所
振
興
課
振
興
係
長
)
マ

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
長
沢

寿
男
(
保
育
課
庶
務
係
長
)
マ
耕
地
課

技
術
係
長
山
崎
晴
康
(
耕
地
課
技
術

係
長
心
得
)
マ
都
市
計
画
係
長
大
井

戸
荘
平
(
都
市
計
画
係
長
心
得
)
マ
職

員
係
兼
職
員
厚
生
係
長
飯
島
孝
一
(
庶

務
課
主
査
)
マ
登
記
係
長
春
原
安
喜

(
収
税
課
主
査
)
マ
環
境
指
導
係
長

大
矢
康
雄
(
農
林
課
主
査
)
マ
農
林
課

庶
務
係
長
元
木
繁
保
(
農
林
諜
主
査
)

マ

保

育

課

庶

務

施

設

係

長

清

水

浩

(
企
画
課
主
査
)
マ
と
き
わ
保
育
園
長

三
木
隆
男
(
財
政
課
主
査
)
マ
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
館
長
中
曾
根
柿

(
福
祉

課
主
査
)
マ
働
く
婦
人
の
家
館
長
久

保
み
は
る
(
保
健
予
防
課
主
査
)
マ
議

会
事
務
局
調
査
係
長
山
越
国
計

(福

祉
課
主
査
)
マ
学
務
係
長

横

関

衝

(財
政
課
主
査
)

主
査
級

1
国
保
年
金
課
主
査
井
出

賢
次
(
と
き
わ
保
育
園
長
)
マ
国
保
年

金
課
主
査
工
藤
ち
よ
(
働
く
婦
人
の

家
館
長
)
マ
公
害
課
主
査
西
川
為
夫

(
環
境
指
導
係
長
)
マ
新
幹
線
諜
主
査

宮
下
喜
玄
治
(
登
記
係
長
)
マ
塩
田
支

所
住
民
課
主
査
藤
沢
良
人
(
交
通
安

全
係
長
)
マ
塩
田
支
所
住
民
課
主
査

伊
藤
重
人
(
庶
務
課
主
査
)
マ
監
査
委

員

会

事

務

局

主

査

赤

羽

彊

(

農

業

委
員
会
事
務
局
主
査
)
マ
滝
沢
重
美
(
昇

格
・
秘
書
課
)
マ
山
崎
慶
典
(
昇
格
・

収
税
課
)
マ
富
島
照
彦
(
昇
格
・
財
政

課
)
マ
関
清
子
(
昇
格
・
保
健
予
防

課
)
マ
岡
田
む
つ
江
(
昇
格
・
保
健
予

防
課
)
マ
益
子
輝
之
(
昇
格
・
観
光
課
)

マ
業
務
課
主
査
成
沢
勝
利
(
昇
格
・

労
政
課
)
マ
片
岡
作
衛
(
昇
格
・
市
民

会
館
)
マ
後
藤
今
朝
蔵
(
昇
格
・
土
木

課
)
マ
三
浦
久
雄
(
昇
格
・
下
水
道
課
)

マ
園
部
勝
則
(
昇
格
・
建
築
課
)
マ
荒

井
俊
子
(
昇
格
・
産
院
)
マ
耕
地
課
主

査
滝
沢
勝
重
(
昇
格
・
業
務
課
)
マ

竹
舞
靖
之
(
昇
絡
・
工
務
課
)
マ
坂
口

今
朝
茂
(
昇
格
・
工
務
課
)
マ
向
山
由

紀
子
(
昇
格
・
塩
尻
小
学
校
)
マ
斉
藤

保
子
(
昇
格
・
図
書
館
)
マ
宮
下
栄
子

(
昇
格
・
塩
尻
保
育
園
長
)
マ
豊
殿
保

育
園
長
市
川
美
智
子

(
昇
絡
・
神
科

第
一
保
育
園
)
マ
園
長
代
理
を
解
く

須
藤
栄
子
(
豊
殿
保
育
園
)
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健康相談日程表

だ 昭和52年 4月16日一一一(8)ーえつ

つ健康に注意しょ時間 ti; lijj-

勤務時間中 保健相談ネ

午前 9.30-11.30 I笠殿玄

J来日

日

月凶日 〈保健予防課〉1'.片

上tl'か li-.公民館

毎週

市は、市民の皆さんの健康を守るため「健康相t盆図解般会館

旧 t孟 lJi. X 1苛
談」や「乳児検診Ji三 歳児検診」などを行うてい

ます。

一般市民の皆さんで、健康管理やそのH法につ

いて相談したい人は 「健康相談日程表」により 、

川辺町 会館

吉 回 公民館

みすす台北t.fi1集会場

(大屋公会堂

i下青木公会堂

[国分公民館

i岩下公民館

I孟回 /1 

溢尻 I/1 
川 辺 /1 

泉田

火悩日

// 毎月第 l火悩日

11 第 l金雌日

相

Hf rli 内
豊殿

神科 1/

岡山

!第l月曜日
J(第2月曜日

神川

午後 1.30-3 .30 

神川

気軽に最寄りの会場へお出かけください。

日

凶

口
u

門口

暗

躍

曜

日

川

同

月

同

月

q
δ

刈

a
Z
1
A
q
J

第

第

第

第 小さな子供さんをお下干ての皆さんは「乳児検診城南解 l夜 会館午前 9.30-11.30

日程表Ji三歳児検診日程表」によ り、最寄りの会
口
u
n量白川

'
i

n
d
 

第

第 川西社会制祉センター

場へお子さんをお連れ ください。

健康な休は、幸福な家庭を築 く基礎と 言われて

います。 お互いに健康に注意して、明るい家庭を

老人福祉センター

東前山同和地区集会場

号Ij所公民館

鈴子公民館
築きましょ う。

。当日祝日の場合は、 中止となり ます。

3歳児検診日程表

会 場 上田 市健康セ ン タ 一 塩二階田会支議所室祉川西社会払i
センター 康センター祉センター

検診 61 4 か月児 9 か月児 4. 9か月児 4.9か月児
対象地区 塩神泉科尻田 神笠川辺殿川 西東中部部央 減南北部下部 塩回全区 川西全区

対象地区塩神泉科尻田 神豊川辺殿川 東西中部央部 城南北部下部 泡神泉科尻田 豊神川辺殿川 東西中部部央 北域南部部下 塩回全区 川西全区

52年4月 49年 3月生 49年 3月生 49年43月生

同|日実2怯施年対n日象4児月51年12月生 51年12月生 51年7月生 51年7月生 55l1年年172月月生 5511年年172月月生 14日 21日 15日 l
6日 13日 20日 27日 19日 12日

52年5月 49年4月生|49年 4月生 1

49年
~172月月生

5月
52年l月生 52年l月生 51年8月生 51年8月生 5521年年81月月生 5521年年8l月月生
6日 11日 18日 25日 17日 10日

52年6月49年 5月生 49年 5月生
1
49年 56月生|

6月|昨 2月生 52年2月生|昨9月生151年9月生122ii生22;i生 16日 30日 24日
8日 15日 1日 22日 21日 14日

52年3月生 52年3月生 51年10月生 51年10月生
52 
年年
3 
月
月 52 
年年
3 月
月

52年7月 49年 6月生 49年 6月生

7月 51if:10 51 !f.l0 生 21日 27日
4日 5日 l日 6日 19日 12日

5521年年141
月
月生
5521年年141
月
月生

52年8月 49年 7月生 49年 7月生
49年 7

8月
52年4月生 52年4月生 51年11月生 51年11月生 8月生

23日 24日 29日 31日 30日 26日
10日 19日 5日

52年5月生 52年5月生 51年12月生 51年12月生
52 
年年5 月
月
5522年年152
月
月生

52年9月 49年 8月生 49年8月生
9月 51if:12 生
7日 14日 13日 21日 20日 l日 28日 30日

52年6月生 52年6月生 52年1月生 52年1月生
52 
年年
6 月
月
5522年年61 
月
月生
52年10月 49年 9月生 49年 9月生

49年 9

10月 52.lf. 1 生
10月生

5日 12日 19日 26日 18日 11日 13日 27日 28日

52年7月当 52年7月生 52年2月生 52年2月生 5522年年72 
月
月生
52 
年年
7 月
月
52年11月 49年10月生 49年10月生

50 年 1 月
月11月 52.lf. 2 生

-6 生

2日 9日 1 B 16日 15日 8日 25日 30日 17日

52年8月生 52年8月生 52年3月生 52年3月生
52 
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8 
月
月
5522年年83 月月
生
52年12月49年11月生 49年11月生 49年11

12月 52.lf. 3 生 12月生

7日 14日 l日 21日 20日 13日 8日 15日 23日
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月
月生
5522年年49 
月
月生53年1月

52年9月生 52年9月生 52年4月生 52年 4月生 53年1月 49年12月生 49年12月生

11日 12日 19日 25日 18日 10日 19日 27日

52年10月生 52年10月生 5522年年150
月
月生
5522年年150
月
月生

50年 1
2月

52年5月生 52年5月生 53年2月 50年 1月生 50年 1月生
2月生

8日 15日 1日 22日 21日 14日 9日 16日 24日

52年11月生 52年11月生 52年6月生 52年6月生
52 
年年
11 月
月
52 
年年
11 月
月 52年

3月50年 2月生3月 52.lf. 6 生 521f. 6 生 50年 2月生

8日 15日 1日 22日 28日 14日 9日 29日

午後 1.30-3 .30 
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/1 

市 内
I
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西塩田I/1 

別 所 1 /1

東t孟回 1 /1

乳児検診日程表
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。当日都合の悪い方は翌月の検診日にお出かけ ください。

。時間はし、ずれも午後 1時30分-2時30分ま で受付
。時間l心、ずれも午後 l時30分-2時30分まで受付
。母子健康手帳をお持ちくださ L、。
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